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事務局報告

　資生堂社会福祉事業財団は2月1日の理事会決定により、欧州各国の福祉事業研修に、2月24日～
3月23日の日程をもって、研修生4人を派遣した。研修生は別記のごとくいずれも福祉施設の従事者
である。

　なお研修には事務局が同行したが、これは理事長はじめ関係各位のご理解によるもので、財団今後

の事業計画に反映すべき問題点について多くのものを得た。

　4週間の旅程間、健康をそこねる者もなく、天候にも恵まれ、全員が協力して予定された研修と視
察を果たしたことをまずご報告し、つぎに全体を通じての概況を申しあげる。

　訪問地は別記日程表のごとくアテネ（1施設）ローマ（2施設）チューリヒ（1施設）パリ（4施

設）ロンドン（4施設）コペンハーゲン（5施設）ストックホルム（4施設）ハンブルク（1施設）
で、広範囲に及ぷ各師22施設を訪問した。しかしそのなかには、研修員と全く関係のない訪問先もあ

り、これは今後の問題として考えたい。

　期間中にローマの交通スト、パリ空港の管制官スト、ロンドンのガスストがあり、予定の変更等を

余儀なくされた。また各国間の出入については厳重なボディチェックを受けた。

　各施設を訪問して奇異の感にうたれたのは、子供たちの喫煙姿が散見されたことであった。この事

に関しての質問に対しては、各国いずれも何らの注意も与えていないとの返事であった。また収容さ

れている子供たちの外泊・外出も、若干の危険性は認めるがという前提　、相当自由な幅をもってい

るようであった（フランス）。子供をしかるな、自由に育てよ、という国柄の相違であろうと判断し
た。
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　視察した8ヵ国のうち、コペンハーゲン、ハンブルク以外の都市で、車優先の信号が歩行者から見
．えないせいか、信号無視で横断歩道をわたる姿が見られたのは、意外なことであった。うらやましく
思ったのは、コペンハーゲンの街中に自転車専用道路のある風景であった。日本では考えることもで

きない。

　ハンブルク以外の都市は、活気に乏しく、物資の生産が少ないためか工場の煙も少ないようであっ
た。しかしこのハンブルクとチューリヒ以外では、川は汚れ、街にはゴミが捨てられており、日本と

変わらぬ姿であった。

　ハンブルクでは早朝から働く人たちに接した。これは他の国では見られなかったことで、そこにこ

の国の発展を感じた。この西ドイツを、わずか1日の滞在で時間もなく、多く見ることができなかっ

たことは、一同残念であった。
　スイスのトローゲンにあるペスタロッチ村を訪れたが、風光明美なEi陵地帯につくられた、大規模
な、充実した子供村の施設もさることながら、美しい娘さんがわれわれを快く出迎えて案内してくれ

たが、まことに心憎いばかりの応待ぷりであった。雪で滑ったら手を貸すかの質問に笑顔でこたえる

など、最後に村長室で別れるまで行き届いたPR活動で、実に見事なものと感心した。またこれだけ
大規模のものが、国の援助もなく運営されていることは大きな驚きであった。現在10力国の子供200

人を収容しており、1日の費用80万円ということである。
　特に北欧の国々では、施設の規模、充実した内容、そこで働く人の数など、さすが福祉国家である
と身をもって感じた。ストックホルム、コペンハーゲンでは、子供たちと関係者の方々と食事を共に

しながら話しを聞く機会があったが、それはいろいろな意味で大きな収獲であった。

　しかし余りにも充実した高福祉にも、若干の問題点があるように感じた。働いても働いても重税が
課せられることである。現在、老人になった暁には生活が保証されているが、それば青年層のモラル

に影響を与え、不満となっているように受け取られた。ストックホルムの一例であるが、われわれの

質問に答えて、子供たちに対する国の費用は食費、被服、こずかい等1ヵ月約21万円、保母の初任給
は12万円プラス超勤手当、それに対する税金が40％、チーフ級で18万円プラス超勤手当、税金50％（
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独身の場合）とのことであった。

　このように税金が過大で、物価も高く、さらに労働力の不足も手伝い、両親が子供を預けて働くと
いうことから保育施設が充実されてきたものと思われた。

　また福祉の発展してきた背景には、長年の蓄積、建築物の恒久化によって、日本ほどマイホーム作
りに専念する必要がなく（大都市ではドーナツ化現象が見られるが）、高福祉に重点を置いた施策が

採られ、今日に及んだものと思われる。

　終わりに今回の研修と視察を通じて感じた若干の問題点を挙げて報告を結びたい。

問　題　点

　1各施設を訪問してその国の福祉の実情を質問したが、何等のデータもなく、その施設以外のこと
は全く知り得ることができなかった。

　2従っで事前にその国の関係機関（省とか局とか）を調査し、実情をつかんだ上で、施設を訪問す
ることが望ましい。

　3共通の話題を求めるために、共通の施設ic勤めている方々を派遣する層別管理（またそのような
訪問先別の区分）が必要である。

　4今回はその国に行ってはじめて訪問先が判るというところもあったが、少くとも2ヵ月前に訪問
先が決まり、ある程度の予備知識をもって訪れることが必要と思う。

以　上
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研　修　員　名　簿

星　野　好　伸・東京
　　　り己竜厚生員（児童館館長）

　　　　　港区立西麻布児童館

　　　　　東京都港区西麻布2－13－3

永　野　治　男・人阪

　　　児童指導員（養護施設）

　　　　　岸和田学園

　　　　　岸和田市ヨ’日町9］1

吉　田　敏　枝・東京
保 母（養護施設）

バット博士記念ホーム

車京都世田谷区玉川中町5－10－19

初　鹿　野　　泉・大阪

保 母（保育所）

干里丘愛育園

摂津市千里丘3－16－7

事　務　局

　　　事務局長　浅　野　佳　三
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n　程　表

2／24⊂1」

2ノ「2わ旧1

2／26りj）～

3／1〔N～

3／4〔n｛～

3／9禽～

3／14困～

3／18〔1．國1）～

3／21姻

3／22困

3／23廟

AM11：30　　羽Ill発　　’JAL）

アテネ

2／28レ壬く）　　ローマ

3／3｛二b　 チューリヒ

3／8困　 パ　リ

3／13（火）　　ロンドン

3／17L：卜）　　コペンハーゲン

3／20㈹　　スト・ソクホルム

ハンブルク

13125ハンブルク発　15：40アムステルダム発　（JAL）

17：35　羽田着
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海外研修をふりかえって

　　　西麻布児童館　星　野　好　伸

　1、　ヨーロッパにおける社会福祉の姿

　一ヨーロッパにおける社会福祉。それは、日本より高度なものであり、手本とすべきである一。
そう私は観念づけられていた。

　たしかに北ヨーロッパにおける社会福祉は、その形態、考え方等について手本とすべき点が多くあ

る。しかし、南ヨーロッパについては、パイロット的な施設は見られるが、日本と比較すると全体的

レベルはまだまだの点が多く見受けられてならない。これらの施設については、人的、予算的あるい

は設備等について最高のものに位置づけられていると思われるものもあるし、また行政当局もそのつ

もりで措置しているように思われた。

　ただ、私は、その社会的背景を知らなければ、その国の真の福祉について理解できないという点か

ら、統計的あるいは同種類の施設1ζついての質問に対して「専門でないから……」と回答を得られな

かったのは残念であったし、また、その他の国でも行政当局者から、直接その社会福祉に対する考え

方を聞くことができなかったという事はものたりなかった。
　いずれにしても、私たちはヨーロッパの社会福祉施設を見て、それによって現在の日本の社会福祉

の姿を外から比較することができたことに大きな意義を持つし、またヨーロッパ社会における社会福

祉の考え方にふれることができ、これからの日本の社会福祉を進めるのに多くの参考となる何物かを

得たように考えられてならない。

2．　社会福祉に対する考え方の差異

1ヵ月のあいだ8力国の社会福祉施設を見て感じたことは次の諸点である。
〔1｝日本人の社会福祉に対する考え方は、国民的合意が希薄であるということ。つまり、一部の社会
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って幸福であるかどうか疑問である。

　｛6恨間ペースで進められてきた福祉事業に国家が介入してきたということ。宗教団体その他の団体

が、寄付等で施設の運営をはかっていたものに、最近では、ほとんどその必要綴費の9割以上が国、

地方自治体からの補助でまかなわれ、国の監督の目がきびしくなってきているという。これは対象者

に平均した福祉をということであるが、自治という概念からすれば問題も残ろう。

　3．　おわりに

　私たちは、1ヵ月という短期間に8力国という数の国々をまわって来て、ひと口でいえることはヨ

ー ロッパの各国が、それぞれ福祉に対する考え方あるいは施設に対する莫大な投資の蓄積があるとい

うことである。これがなくては、現在のヨーロッパの社会福祉はとうてい考えられそうにない。この

背景には、スェーデン、スイスのように戦争を何年もやらないということも、もちろん関係している
であろう。

　ひるがえって日本について考えてみるに、第2次大戦であれだけの破壊にあったにもかかわらず、

これだけ社会が復興した事は、日本人の勤勉さを指摘することができるのは、言を待たないことであ

るが、つくづく福祉の充実を願ってやまない。
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第1回欧州福祉事業視察団に参加して
　　　　　　　岸和田学園

　　　　　　　　永　野　治　男

欧州8力国の児童福祉施設を20ヵ所余視察して、この感想を思いのまま、テーマ別に記してみたい。

　1．　施設経営の実態

　私は、民間施設の職員なので特に運営団体、運営経費の財源、今後の施設のあり方を中心に見てき
た。

　養護施設に限定すると4ヵ所のみで、内、公立1ヵ所、民間3ヵ所の割合で、福祉は民間より生ま
れてきた事を物語り、大いに喜んだのであるが、各施設の予算を聞くたびic、驚きと落胆の繰り返し

で、大なる格差に感心したり、であった。

　運営経費の財源では、スイスのペスタロッチ子供の村では、年間2億4千万円が要る。国、州より

の補助はなく、全部民間よりの寄付で賄うのだと、事もなげに園長が説明したのには全く驚いた。
　国民性の違いや税制面での恩典があるとはいえ、福祉元年をさけんでいる国との差をはっきりと見

せつけられた。

　また、1人当たりの経費もデンマークではわが国の7倍も掛けており、余りの格差tc　．少しぜいた
く過ぎるのではとの気もしないではなかった。

　財源調達の方法としては、ペスタロッチ．村長は、ペスタロッチの活動は良く知られているから、と

のことば。英・国に70の施設を持つバーナードホームにしても、同様の事がいえる。よく知られている

よりも、機関紙でのPRにより、知らせているのである。

　ペスタロッチの売店には、PR用の絵葉書や機関紙が山積みされてあり、その絶え間ないPR活動

一 9一



によって、施設の存在を理解させ、活動にも寄付を調達できる関係を整えている。ペスタロッチは特

殊であるが、他の国においては、日本と同様、国費により賄われている。額は違うが………。

　2　施設での処遇の形態
　月並みではあるが、目に映る建物や、職員の比率を聞かずにはいられなかった。
　収容児童と職員の比率から述べると、デンマークの院内教育も行なっている施設は児di　32人に対し、

職員26人、それも最も手の掛からない12歳から16歳の少年に。またスェーデンでは、1歳より12歳の

男女を14人収容、職員が12人という、わが国の重症の障害児施設並みの職員配置である。

　ちなみに私の勤める養護施設は、児章150人に対し園長以下32人である。
　目に映る居室、寝室、食堂等にしても、洋式との違いはあるが、児童年令に合わせ3人位から個室

まで、設備も行き届き、わが国の中流以上の家庭を訪れたような気さえした。
　児童のいちばん楽しみであるこづかいにしても、物価が高いとの事もあるが、中学生では6∩0円で

あるのに対し、6，400円をもらっている。しかしデンマーク、スェーデン辺りは、12歳位でたばこをプ

カプカで、こづかいはほとんど煙に化けるとの事であった。法に禁煙の定めはないそうである。

　アフターケアに付いて感心した事。
　卒園児のアフターケアに付いて、ここ2、3年悩まされ通しなのだが、私自身考えていた事が、フ
ランス、デンマークで実施されているのである。これは、義務教育終了後も、施設から通勤できるの

である。19歳、22歳と、社会に1人で出しても、そうあぶなくない年令である。
　施設という1種の閉鎖された社会に育った子等をいきなり実材：会に出すのは、少し酷／というより

も危険である。監督者も余り口を出せないような状態の寮等に入居すると、今まで押え付けられてき

た事が、全く自由になり、まして事の分別もつかない少年、少女は、無軌道な道に走りやすく、取り

返しがつかなくなって施設へ帰る子も少なくない。
　それをなくすには、今までのように、毎日顔を会わせる者がいなくてはだめと思う。
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　自分が理想としていた事が、そこでは既に行なわれていて、大いに満足し、また今後の児童のアフ

ターケアについても、何とかこの段階まで持って行かなくてはとの決意を新たにした。

　われわれ施設人は、収容中の時はもちろん、卒園後も、お互いの人間のつながりを絶やしてはいけ

ないのである。

　しかしそこでも、卒園児が刑務所で発見されたり、麻薬中毒死との事もある（デンマークで）。

　各施設の中にも、因民性からくる規則に、驚くような所もある。児童の外出（土、日のみ）につい
て、夜零時半という門限の所がある。これは、自由の天国ともいわれるパリの施設での話であるが、

映画が夜9時頃より始まるのでという説明があり、誠に国民性の違いである。

　3　職員の資格に就いて
　自主独立心の高い国々で、資格の与え方も種々様々であったが、施設職員への道は厳しいように感
じた。

　ほとんどが、2ないし3、4年の専P，1校あるいは大学の課程を経なければならないが、その教科の
内、実習に1番重点を置いている事は、どの国も同じである。最低半年から1年の施設での実習単位

を収得しなければならないのであり、わが国の短大あたりのように、実習とは名ばかりで、せいぜい

1、2週間、施設に宿泊しての見学では、実習の意味がない。
　実習期間が長い事は、より良い施設職員の養成と、実習を労働力として見ているのである。わが国

では、学生が実習させて下さいと、食費自弁で無給。欧州諸国は、宿泊施設完備で、給与も一般職員

より、少し低いだけ。

　この点について、人手不足で開店休業の施設が多くあるわが国は、着眼しなくてはいけないのでは

なかろうか。厚生、文部両省間に働きかける必要に迫られる時期も遠くはない。まず、その前に、民

間施設の労働基準法を無視しなければならない悪条件の職員の給与を、国家公務員以上にしてからで
あるが。
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　よく今までにもいわれてきた事であるが、欧米の大学は、入学しやすく、卒業しにくいということ

ばが、わかったような気もする。この一面を見ても。

　最後に。欧米諸国を見て感じたのは、福祉が、長い歴史と蓄積によって、国民のものとして、定着

しているという事である。

　追　記
　私は幸運にも、渡欧というまたとない思い出ができましたが、われわれ民間施設で働く仲間にも希

望のL光が差し込んだという事は、公立よりも劣悪な労働の職場にも、一段と仕事へのパリが出てき

ます。有難うございました。
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ヨーロッパ研修旅行に参加して

　　　バット博士記念ホーム
　　　　　　1｝：　IH　敏　枝

　このたび資生堂社会福祉事業財団のご好意により、ヨーロッパ8力国の各種社会福祉施設一22施設

一 を訪問する機会を与えられ、大きな感激と共に心から感謝しております。多くの事を見聞し、教え

られ、考えさせられた中から、自分が養護施設の保母として、また今回特に関心のあったフランスの
収容施設トワイエ・セント・マリグリット（Toyer　Ste．　Margourite）を中心に、研修テーマと関連して

その一端を述べてみたいと思います。

　P供たちと一緒に暮らすという意図された集団の中では、ただ単に子供の側に大人がいるというの
ではなく、そこに教育的要素あるいは心理学的なものがその大人に要求されてくるのは当然なのです

が、はたしてそこに行くまでのスタッフの教育課程はどうなのでしょうか。フランスにおいては、養

成学校はパリで5つ、フランス全土でだいたい30位あり、入学試験は厳しく、精神的に均衡のとれた
人で、3年間の教育課程を経た後、資格が取れるのです。資格援与は審査会制度があって、そこで決
定されるのです。

　この資格制度は3年前につくられ、その時点で6，00〔汰の正規の教育者がたりないということだった

のですが、現在この養成校の競争率は3～4倍で、年々志願者がふえています。というのは、ふつう

の教員よりも待遇一サラリー一が良いためのようです。さて、3年間の教育課程で、児童心理学、
グループワーク、法律などを勉強しますが、その内の三分の一が実習に使われています。一番長い実

習で6ヵ月を要するものもあります。入学していないものでも、4年間の実習をまとめて学校に提出
すると、国家試験を受ける資格が与えられ、試験にパスすれば資格取得となるのですが、近年この傾

向がますます拡がりつつあるようです。

　だいたいどの国においても、資格を得てからはそのままというのが多いが、この国では、何日か学
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校にかえって、保母としての適性検査あるいは心理面での検査を受けなければならない。他の施設に

も勉強に行くなどの方法をとっています
　フランスではある程度厳しい枠の中で保母を選択し、養成している感じを強く受けたのですが、北

欧社会保証の国といわれるスェーデンでは、保母の学校iCは1年制と2年制があり一それと実習半
年一資格を得られるが、私たちが訪問したエディスハィデン・ホーム（EdsjOhOjden　home　for　children

in　Sol］entuna）では、この有資格者はいないということでした。さらに保6｝の．上にアシスタントなるス

タッフがいるのですが、この場合は実習3年と勉強半期で、まず保母の資格をとるということでした。

なお収容施設の場合には土曜日、日曜日でも勤務があるので、幼稚園その他の土、日のお休みがある

ほうに就職をするということでした。

　この国の若者はあまり働きたがらないということでしたが、社会保証が完備されているがゆえに、

収入のほとんどが税金となってしまうようです。最低で20％、最高で60％の税金を収めるのです。日

本では税金を国に収めるというのですが、スェーデンでは支払うということばを使eています。逆に

みるならば、その支払われたものが必ず本人に還ってくるのではないでしょうか。

　では実際資格を持ったスタッフが職場ではどんな働きをしているかというと、私自身の中ではっき

りつかんでいないのですが、ただ仕事の分化という点では実にはっきりとした形をとっているように

思います。在園児14人の内男子9人女子5人で1歳から12歳までの子供たちがいるスェーデンの収容
施設において職員は12人。その内わけは2人のチーフと3人のアシスタント、5人の保母、調理員1、

雑役1、小使い1（パートタイム）、心理学者1週20時間、そして保母に関しては1週38時間15分の
労働時間と決められていますが、全員通勤となっているので、この労働時間の中に宿直がはいるわけ

です。ということは職員は3交代くらいの割合となって、子供と接する時間は本当にすくないし、絶
えずスタッフの出入りが行なわれていることになります。
　これで子供たちの生活に影響はないかと思うのですが、日本の収容施設の観念と大分違うようです。

すなわちここでは、可能な限り施設生活を少なくし、里親制度の発達に伴って、子供の状態に適した
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家庭を見つけることを第一としているようです，、崩壊家庭→施設→里親。

　施設だけでなく、他の社会でも一人の人の仕事一役割一は他の人が侵すことのできないもので
す。一例をあげるならば、公共の遊び場でのことですが、そこに属している人、たとえば管理者であ

っても、お手洗いの掃除や、電気が一本切れたものの修理も、1『分がしてけいけないというのです。

なぜならぱその係りの人がいるので、そのことをやってしまったら仕事をとりあげてしまうというの

ですeこのようなところで子供のしつけはどうなっているのでしょうか。しつけというものは、一っ
のこと（枠）だけを見て教育していくのではなく、社会全体のルールなり、家庭の教育観によって、

長い眼でもって、一段階つつ教えていかなければならないのに、この仕事はあの人、これlt別の人と

いった大人の社会を見ていたら、はたしてどうなるのでしょうか。個人主義の発達したヨーロッパの

特質でしょうか。

　こうした中での施設と地域社会との関連はどうでしょう。フランスは宗教的にはキリスト教、おも

にカトリック信者の多い国です。前述のパリのトワイエ・セント・マリグリットもやはりカトリック

による経営ですが一経費は100％国家の補助で一ここに子供たちが収容される則由としては、社
会的に問題のある子、または親がいない、家庭が子供の養育に適さない場合などです。在園期間が子

供時代から青年時代と長期にわたることが多いこの子供たちを、地域社会の人たちは理解ある眼でみ

つめていますが、入所している子供たち自身の劣等感の方に問題があるというのです。私が保母とし

て働いていて感じると同じ問題です。これから子供と処遇していくの1ζ、どうやってそれを取り除く

か、私たちに与えられた共通の課題であると思います。

　各国の種々さまざまな施設を訪問して、その場だけ一短時間一の交わりの中で、私が子供たち
にもった気持ちというのは、ことばが通じないだけに、訪問する私たちをどんな風にながめているか

という素朴な疑問でした。子供たちと仲良くなりたいと思って、機会あるごとに一諸に遊び、手をつ

なぎました。その中から一つのことがわかりました。小さな時から違った国の人たちと友だちになる

というのは、とっても大切なことだし、瞬時でも交わりがあったことは、平等あるいは世界平和の意

一 15一



味でも「手をつなぐ」、ただそれだけでいいことではないかと思うのです。子供たちも喜んで手をつ

なぎ、そのぬくもりが伝わりあったと思っています。
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日本と諸外国との保育行政の比較

　　千里丘愛育園

　　　　初鹿野　　泉

　視察旅行において、精薄施設、養護施設、鑑別所、児童遊園、保育所（託児所）、幼稚園、乳児院

と巾広く視察いたしましたが、私は保育園保母なので、保育所、幼稚園の幼児教育を中心にして記載

させていただきます。また私は、民間の施設に勤務しておりますのに、今度の視察はほとんどが市立、

国立で、経営主体が違うという点で比較しにくい面がありますが、見学したまま、聞いたまま、Aか

せていただきます。

　イタリア（ローマ）の乳児院
　ここは国立乳児院で、0～3歳児を120人収容している。収容児はほとんど捨て子である。

　イタリアで国立乳児院は、2ヵ所だけであり、普通の託児所は多くある。

　この乳児院の職員構成は、一般職員19人、医者2人、IE規看護婦4人、尼5人の30人である。
　ここの特色としては、看護婦の養成学校が併設されており、この乳児院で実習しながら、勉強でき

るようになっている。生徒数が70人いるとのこと。ここに入所している子供たちは、ほとんど保健省

（日本でいう厚生省の意味）からおくられてきた子供である。5人の子供に対して必ず1人の看護婦

がついている。時には、2人の看護婦の場合もある。また医者の圓診は、午前と午後の2回行なわれ

るv

　この施設は町はずれにあり、とても空気の良いところで、周辺は緑が多くて、なんとなく落ちつい

た感じであった。ただ部屋の中とか、看護婦さんが着ている洋服とかが白づくめで、それが子供たち

にとって良いのか、と考えさせられる面があった。

一17一



　フランス（パリ）の託児所
　パtjの市立託児所で、生後2ヵ月～3歳の子供を60人収容している施設である。
　職員構成は、一般職員（保母）12人、医者1人、心理学者1人の14人である。

　保育時間午前7時～午後7時の閤を預かり、保母は2交替制でするので、1人の保母の勤務時間は
6時間であるが、日本では1人の保母は約8時間～9時問勤務であるので、勤務冬件の違いを感じさ
せられた。この施設では、1人の保母につき歩く子は8人で、また歩かない子は5人である。
　特別資格（幼稚園教諭）を持っている人は、歩く子10人以上を持つことができるとのことである。

　このような託児所は、パIJ市だけで60～70ヵ所あり、会社（日本では企業内保育園）等民間をいれ

ると200ヵ所位あるとのことであった。

　入所条件としては
1．　パリに在住していること。

2　お母さんが、1日8時聞働いていること。
3．　母子家庭は優先的に入所できる。

以上3つである。
　保育費用は、両親の給料から、居住費を差引き、家族人数（扶養家族の多少）によって、それぞれ

異っている。日本でlt　m親の1年間の支払い税額によって保育費が異っているが、似たような形で決

められているようである。保母の資格は、幼稚園教諭の資格が必要で、日本でいう短大ぐらいに当た

る学校を卒．業すれば資格がもらえる。
　この託児所は、ピルの中の2階に設立されており、緑や土がなく、コンクリートばかりであった。

窓は一面ガラスでとても日当たりが良く、狭いベランダがあり、そこで日光浴したり、三輪車にのっ

ている子供たちも見受けられた。日本では一面ガラスは子供たちがあぶないということで、なかなか

とり入れられず、日当たりのよくない部屋も見受けられる。しかし今後、日本も都会では、このよう

なビル内の保育所が数多く現出するのではないかと予想され、考えると余り喜ぷべきことではないよ
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う｛こ思、う。

　この国の幼児教育は、独立心を育てること、個性を伸ばすことを目標にして、それぞれの子供に適
した教育を与えようとしているとのことである。従って年令のみにこだわるのではなく、子供自体の

発達段階に応じた教育をしている。その背景には、心理学者を中心とした研究および指導の体制が整

っていて、教育の効果をあげようとしている。また0～3歳を託児所、3～5歳のところを幼稚園と
呼んでいて、日本のように、幼児教育（5歳まで）で保育所と幼稚園が併存しているのではなく、年

令で教育施設の名称が違っている。

　イギリス（ロンドン）
　保育施設の形態は、大別して、施設が独立している「保育学校」と、初等、中等学校に付設の「保

育学級」、それに保育所がある。それぞれ、公17．と私立に分かれる。

　保育学校と保育学級では、地方教育当局が設置し維持している公立のものが圧倒的に多い。2～4
歳児を対象としているものを「保育学校」と呼び、5～7歳を対象とするものを「幼児学校」と呼ぷ。
保育学校は就学前教育であり、幼児学校は義務制で、日本でいう、幼稚園の1年保育と小学校の低学

年を統合したような形のものである。イギリスは世界で最初に5歳児の就学義務制を実現し、幼年期

教育制度の最も発達している国といわれている。
　幼児学校での教育目的は、具体的教材による知的学習、創造的思考、しつけを重視し、保育学校で

は、遊びを通して、さまざまな基礎的技能の間接的経験を与え、幼児学校への入学準備を主眼として

いる。また教育内容や方法についての規定はない。
　保育学校は、幼児数40人を画正規模として、有資格教員2人、保育助手2人となっている。保育助
手は、養成制度が異なり、給与は教員よりも低い。保育学校の保育時間は、子供にとっては良い家庭

にまさるものはなく、幼児の教育は家庭の自由に任されるべきであるとされているため、午前中だけ

の場合と、あるいは2部制で、午前か午後のどちらかに出席を限られる場合が多い。全日制、　時間
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保育のものは少なく、労動婦人の子供の多くは、保健省所管の公立保育所か、私立保育所（有’料）に

預けられている。

　以上述べたことは、渡欧前にいろいろな本で勉強していった知識による。

　私の見学した施設は、　「ヘンリイ・インファント・スクール」という名前で、3～7歳の幼児を預

かnている施設であった。3～4歳の部屋と、5～7歳の部屋とに分かれていた。従って保育学校と
幼児学校とがいっしょの建物の中にある施設であ「た。

　3～4歳の子供たちは、午前と午後とに分かれていて、2部制であ「た。午前と午後、それぞわ、

25人つつ子供を預かり、職員は、保母1人、助手1人である。

　5～7歳児は午前9時～午後3時30分を預かり、1組22人で、教員1人であった。それぞれの各部
屋は、生活コーナー、工作コーナー、絵本コーナー、お絵かきコーナー等、各コーナーが設けられて

おり、子供たちは、それぞれ自由に好きなコーナーで遊び、勉強するとのこと。また読み方とか音楽

は専門の先生がきて、教えるとのことであった。各クラスは、日本のように年令別で分かれるのでは

なく、それぞれ5歳、6歳、7歳の混合保育をしているとのことであった。
　園庭はコンクリート造りになtており、遊具は園庭になく、室内にいろいろと造られてあった。日
本では砂場は子供の創造を養うために重要視されているが、ここでet運靭として、サッカーが盛んな

ため狭くならないように、余分なもa）がなか「た。ちょうどロンドン市の市ガスがストのため、暖房

がきかないので休校になっており、子供の保育状況が見られなかnたのが残念であeた。
　保母の資格は、日本でいう短大と保育専門学校のような、特別技術学校を卒業してもらえる。国家

試験で保母資格取得という制度はない。給料としてけ、資格を持っていて、経験年数1年で、年収1
00万円位で、その内税金が20～25％とられるとのことであった⇔

デンマーク（コペンハーゲン）

この国は、日本でいう児童館的なものがとても多かった。年令も、1歳半ぐらいから13～16歳ぐら
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いの年令層で、とても巾広く、年令別でなく、家族的に、いろいろな年令の子供が1グループになっ
ていた。1グループの人数14～15人の施設が多かった。大きい年令の子供たちは、学校からこの施設
に帰ってきて、両親の迎えがくるまで待っている、という形態になっている。日本でいう、保育所と

学校保育を一緒にしたような施設の形態である。このような施設は、デンマークで3，000位あるとのこ

とであった。

　私の見学した施設は、対象児160人で、ハーフタイムの子供が7～8人位いる。また職員は40人、
そのほかに実習生が44人いる。ここに入所する条件は、両親が働いていなければいけないとのことで
あった。

　職員の資格は、義務教育を終了して、実社会で勉強し、18歳半からはいるセミナーがあり、そこで

3年間勉強し、’ト年階1の実習を経て、卒業試験に通り、文部省が認めて、初めて得られる。国家試験

はない。給料としては、先生は13万円位、実習生の初任給は6万円位である。また経験年数10年で19

万円で、その内60％が税金にとられてしまうとのことであった。

　スェーデン（ストックホルム）

　ストックホルム市にある役所（H本でいう市の福祉事務所のようなところ）に行って、いろいろと
説明していただいたが、事務的な説明も、施設見学も、母親が職業訓練所に通っている子供を預かる

保育所であるとだけで、要領がよくのみこめなかったため、聞いたまま書かせていただく。

　この国の保育所は、212ヵ所あり、対象児が9．200人いる。保育所に入所できる年令は、6ヵ月～7
歳の子供である。

　保育時間は、午前6時30分～午後6時30分の12時間保育とのことである。保育料は両親の収入に応
じて、最低1クローネ（約60円）～20クローネ支払う。

　保育の資格は、9年間の義務教育を終了してから、保母は1年間、幼稚園は2年半、学校に行き取
得できる。給料は保母で2200～2，400クローネ、幼稚園の先生は2β00～3，400クローネである。

一 21一



　以上いろいろ述べてきましたが、全体的に考えられることは、施設の中の設備は、日本のほうがず

っとすぐれているように思いました。しかし諸外国の施設は全般に、子供の人数のわりには、1部屋
の中がとても広く、有効に使われていたことと、1施設がとても広く、特にデンマークの園庭は芝生

ようになっていて、危険性が少なく、自然の中で伸び伸びと生活ができるようになっていたのが、日

本との比較において印象に残っております。
　保母の給与は、一般の働く人と変わりないとのことでありましたが、日本では、施設の給与は、民

間企業どころか、国家公務員よりも相当劣っているのが現状であります。対象者処遇の一つでもある

保N定数は、日本でも年々改善されてきておりますので、大分よくなってきましたが、西欧の諸外国

と比較しますとまだまだという感がいたしました。

　今回の海外研修で、私は大変見聞を広めさせていただきました。ただ残念だったのは、ことばが通

じなかったものですから、短時間での見学を通訳の方にのみ頼らねばならず、あれも聞きたい、これ

も知りたいと思ってもままならず、また制度自体が違うので、聞いても理解できにくかった点が時々

ありました。私の事前の勉強不足と、現在反省している次第です。しかし私にとって、初めての欧州

視察見学を契機に、日本の施設の良い面、悪い面をしっかりと見定め、微力ながら社会福祉施設の向

上のために少しでも役立たなければと、決意を新たにしている次第です。
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